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第53回通常総会が開催きれました。
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事
業
計
画

ざ
ら
な
る

第53回中標津町農協通常総会

閂
●
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雑l1HJ農業脇lil組合策５３回通常総曽
丘

■￣＝ 

ＪＡ中標津

成
に
向
け
、

力
と
研
鎖
を
。

『=

繭
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平
成
十
二
年
六
月
九
日
、
第
五
十
一
一
一
回
中
標
津
町
農
協
通
常
総
会
が
「
寿
宴
」

を
会
場
に
、
出
席
組
合
員
一
一
百
八
十
人
（
本
人
出
席
一
一
百
十
六
人
・
代
理
出
席

六
十
四
人
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

経上飼粋Ｊ改腱料で

ﾋﾞ;職鱗鰕
いをやた業し二農什緬
て上肥も４}さて十村長期
はげ塔の産位一基は蝸
組た管のにilrilll二本Ｖｚの
今こ理、つ付紀法成後
貝とに紺いけをＬ十、
各、よ今てし１１の－ＤＭ
位まｌ）員、たliijllillゴ１２会
のた、の猛上に定度挨
彼、計適勝で大なは拶
恢農lililwの、きど可の
的協以な影、ｌ１な、食’１１

鰯
言＝
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● 

『

/,篭…正厩氏(左)蝿風

１
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へをい工［几１当調川な
の表て場年ま期で．、′１台
１１１，し゛のかた利、吏産
荷、関雌ら、益結に意
に折係後述zlV企采地欲
万年者の営業とと域と
全度及操し面しし（I：緒
をかび業てにてて民び
朗ら緒といお報当へつ
すの先なるいｆ１ｆ初の<
沢Ｊ飛つ谷てさ，;}聯股
愈ＡにたＪＩＫはノL1iUi業協
が斜感こ化１１/｛まを腰」'１
巡り{訓とでイⅡし上｜＃Ｉ業
べ［のにん＝たＩＭＩがの
ら場葱っ粉｜･る111Ｈ利 各地区ごとにj蔓付けが行なわれました

２ 



開会挨拶をする高橋組合量
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繍剛
の一

質疑に立つ白繁氏(上)､大田氏

:121冊

z１ 

ｊＡ絹額朗唱

を計組まをあといつ談案１１１．Ｉｌｌ１ｉ侯ど化の氏て襟かれ朧な勝パてれ
縦,１，１谷，,ｋし得つりたい本を第稀年氏落議,1ｔ、ノ」の＿|上津ら銃ま安ど所ン孔新ま
け達ｉ〔後たてて税もて総致I-iドト}災をの」芝讃ま強各海ⅢＩ、いし定ののク砿年し

る鱗のに。ス、'１|の、全し￣簾の選Ｉ'''1にとたさ魔道．'鍵<噸澱ｔｌｉｌ謄噂
とに儒組ピ浴しを雌で震ｗＷｌＵｌｌ;はiill婿iii繩臓多，聯をてへおのｌｆ１Ｉ様合｜鱗、‐米はし゛
附けが良デ案lHr地一『|下たルＡ刺報、会を融域辞’'１m「ハニ数し瀧フミののい
会、ノｋよイに疑区地ｉｉｉ･約余ｆ１ｒｌ識llH場頂機緯を標健．／1１たを魂機繊て
挨史認り１つな‐｜Ｘのの金１１ド案氏のき’１Ｍ済述瀧、人ハ'iｆい喪し能極は
拶ない、にいどｌ」ＷＪｌｕ￣処、第、椎まとへべ文巡沢さと脳、強的、
にるた今総て応とⅡ区部分Ｔｆ－俵職ししの、所ｆＭｌ４れのし史化なｉＲ

当怖if織溌鍬総１１￥鮭嬬鯏入鶯鰄烈齪lMIii｛
て．た総進のこ’|#施談まら照１１２乾リ発と洋式代１２資が旦械’）と１１
総研ＪＩＦ会行笠とｌ１ｌ１し会で、表成ｊｉｌｉ腱禰酪支表、の′八の施、Ｊと
会餓業でＬｌｉｆ］６をてに樵溌、十稚二を｜リミ腱所し１１１１１１さ′1邑没,ｌｉＡし

ｸﾞ奇１

識 代表椅溌 磁成j蝋

５３人

liW（ 

組 門 いが織よでが
たあななうあⅡ『終
だ’）どお心’）節「
き、の、か、柄し
ま水|怖総ら衿、ま
ず落成会お嫌牧し
゜にｉｉに所に〕V［た
細のおりは４１．
，１ijt救い’'’1＃極
しにてし蚊を
篠っ膿１２やど
えい脇げケ化
とてのまガし
さご協すのい
せｒＩノノ･なⅡ↑
て’１１１組い１０１

『ﾄー部ｌｉ１ｌｆｌＨｉ紫`IlX

什
一
久
一
熟

lJlz部ｌ樅１１１ガ'li-f

年会｜I鵬比弘災

酪腱対策協議会，府i鵬’１＃麺 235人

,馬齢しよ}屡輿i縦協議会 安避政 30人

１A］’'二振興会 備兄衆 ２８人

てん菜振興会 ＭＭｌｌｌ,［ '４人

乳'卜改災[71,1ﾑﾐ会久保Mll７７人

脇’1「振興会枇川１０：￣ ２８人

ヘルパー利川糺[谷Ｍ;ｌｉｌｒ)上 211人

乳’卜検定組合，ilj橋勝義 152人

３ 

組織名 代表荷fｌ 職成ji激

1兆ｆ[三 部ｌＩ i]lilHi学志 53人

次’１１|：部 横１１１ポ'|i･' 150人

熟年公 朧ルリリ､災 27]人

酪農対策協議会 ,|〕i脇勝鞭 235人

,嚇しよ'屍與i縦鵬薙 安達政 30人

１A］’'二振興会 勝兄衆 28人

てん楽振興全 桜ｉｌｌｉｌ１己2 24人

孔'１色改良[間１，世会 久保１４１１ 77人

脇’]「振興会 職1ⅡｌＵ：． 28人

ヘルパー利ｌ１ｌｆＩＬ谷 １２付’1r)上 211人

乳'卜検定組合 iili柵勝義 152人



酪農電化セミナー
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炉
嘘平成12年６月１３日、１１時より中標津町「寿

宴」にて酪農電化セミナー（主催・ほ〈でん

釧路支店、後援・当農協をはじめ７農協）が

開催されました。
露協‘

卜
秘田氏の講油
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今
川
の
人
気
打
は
、
北
武
佐
に
お
肱
ま
い

ｎ
列
と

の
に
心
如
以
裂
斗
く
ん
だ
よ
。
熱
斗
く
ん
は
、

止
抗
に
お
そ
と
で
、
待
っ
て
て
く
れ
た
ん

だ
。
マ
マ
の
ま
ゆ
み
さ
ん
が
「
さ
あ
、
お

家
に
入
ろ
う
ね
」
と
評
斗
く
ん
に
一
一
ｍ
う
と
、

ま
だ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
と
筒
を
振
り
ま
す
。

「
鶏
斗
は
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
、
ち

ょ
っ
と
Ⅱ
を
離
し
た
ら
、
家
か
ら
外
に
脱

走
し
た
恥
も
あ
っ
た
の
よ
」
と
笑
っ
て
話

す
ま
ゆ
み
さ
ん
。
と
っ
て
も
色
ｎ
の
難
叩

く
ん
ｊ
Ｘ
１
年
は
、
い
つ
は
い
外
で
遊
ん
で

P画、

（ 

いつもはお姉坊やんと鋳んでるよ

か
な
り
Ⅱ
焼
し
た
し
’
か
。
と
っ
て
も
健
醗

的
な
熟
斗
く
ん
で
す
。

お
家
に
入
っ
た
解
Ｙ
く
ん
は
、
ま
つ
さ

き
に
お
菰
に
入
り
の
収
の
お
も
ち
ゃ
を
兄

せ
て
く
れ
た
よ
。
評
斗
く
ん
の
水
は
ペ
ダ

ル
を
踏
む
と
遮
笂
で
幼
く
か
っ
こ
い
い
小

な
ん
だ
。
グ
ン
グ
ン
進
む
収
に
ご
気
嫌
な

勢
斗
く
ん
で
す
。
そ
ん
な
熟
斗
く
ん
の
も

う
、
っ
の
お
気
に
入
り
は
パ
パ
が
乗
っ
て

る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ん
だ
よ
。
ト
ラ
ク
タ
ー

の
庁
が
聞
こ
え
る
と
窓
の
所
に
頭
を
つ
け

碧斗くん('磯9カJj）北武佐地|Ｘ志賀章･まゆみざんごﾉ§典堕ｿ」
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戸弓

そとで遊ぶの

だ‐いすぎ。

罰
￣ て

、
ず
っ
と
几
つ
め
て
い
る
ん
だ
よ
。
ぼ

く
も
パ
パ
み
た
い
に
乗
っ
て
み
た
い
な
あ

Ｉ
と
思
う
糾
斗
く
ん
で
す
。

そ
ん
な
勢
斗
く
ん
の
好
物
は
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
ボ
ン
ボ
ン
な
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
を
食

べ
る
と
騨
斗
く
ん
は
と
っ
て
も
一
一
コ
一
一
コ

に
夙
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
そ
し
て
、

ぱ
っ
ち
り
ポ
ー
ズ
も
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。

体
を
前
に
た
お
し
て
、
足
の
冊
か
ら
顔
を

の
ぞ
か
せ
ま
す
。
鶏
斗
く
ん
は
、
下
も
足

６
人
き
く
て
、
体
も
柔
ら
か
い
か
ら
、
こ

の
ポ
１
ズ
も
ら
く
ら
く
で
き
ち
ゃ
う
ん
で

｛ＩＣ と
っ
て
も
元
抗
で
川
る
い
糾
斗
く
ん
。

雌
や
か
に
大
き
く
，
な
あ
れ
，

１ 」

＃
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みんな二のポーズできる
~｣ 
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安全な牛乳を生産するためには
抗生物質混入防止対策を考察する

北根室地区農業改良普及センター

乳
腸
炎
な
ど
の
治
療
で
抗
生
物
度
を
便

川
し
た
際
の
抗
生
物
瞳
の
残
柵
は
、
生
乳

を
出
荷
す
る
う
え
で
大
き
な
川
越
と
な
り

ま
す
。
乳
房
炎
治
療
薬
、
乾
乳
恢
瀞
、
デ

ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤
な
ど
、
↑
の
阿
り
に
は
多

く
の
抗
生
物
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

抗
生
物
質
を
生
孔
に
混
入
さ
せ
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

｜
、
残
留
事
故
の
実
態

ｒ
成
十
一
年
度
の
抗
闘
性
物
質
残
留
噸

故
に
対
す
る
保
険
会
社
の
支
払
い
実
紙
は
、

三
十
七
件
。
廃
粟
乳
壯
は
、
約
二
千
‐
シ
・

平
年
に
比
べ
る
と
件
数
で
二
・
五
膳
、
乳

般
で
約
二
傭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
留
聯

故
は
確
英
に
噸
川
し
て
い
ま
す
。

二
、
残
留
事
故
の
発
生
原
因

平
成
十
一
年
度
の
猟
故
発
化
原
川
は
表

表１平成11年度残留事故の原因

二見

①家庭|{Uの逃絡の不徹底
②１２.［1の姥'kが多い
ごiﾆﾉぃ奥さんが不在の11#にＭ:段搾乳しない人が実施

③マーキングの不徽庇
（カラースプレーの薄れやマークパンドの脱落）

①ifi旅分)"をクォーターミルカーで搾乳し他の３分ﾉﾙ
乳をパルクに役人
→この時、治旅分ﾉﾉﾁを'１１１連えた
→クォーターミルカーが溢れてパイプラインに人って
しまった

⑤搾乳｢iliには、沿耀'卜を怠識していたが、ｉｉｉ後にうっか
り搾乳してしまった

しつけと数に・め残。１２と」二よ・のい①なク・認き・本三や‐
、て以ｌこはやつ１台治にＷ｛川治夫ノｌｉ場Ｉ）数搾lllLこいどボ減適作な搾搾的抗、述の
よ杭１名な、’１１，ぃ療療必が荷療がだな怠多乳涛とかのン療切業ぃ乳乳なＬｋ残絡と
り′|Ｚの’）抗荷て′卜記ず雌|iii牛必しど激〈者が②な〃ドノ'二ながかliii者対物留のお

澱溝鮒鯏鷲朧liR鰹鰕Ｗ總鮒灘上｢の識必がに闘簾霞事イリ
鵬鮒}噸繍蘓蝿鱗:I|(繍窯鰯騨辮
I;ｗ;搬蝿鮭鱸W蝋鰍雌蝋鳩騨ii鮎

鮒熟繍蝋職鱗譲ｉ川をね怠残搾認まず物

鴬'牌ｉ腱雛$;瓢統笹はげｒ'''１雛ＪＴ。｣峰３

バー氏

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

『
写
真
一
一
各
種
フ
グ
の
利
用
に
よ
る
治
撹

牛
等
の
識
別

し
写
互
二
マ
ー
ク
パ
ン
ド
で
、
治
療
牛
準

碇
実
識
別

６ 
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農業用廃プラスチック
リサイクルを基本とした

スチックは産業廃棄物です。
本とした処理を行いましょう。

クス

サイ と よ ｢■ 

Ⅲ⑨ 

⑪廃プラは、床タイルなどや固形燃料にリサイクルされています。
⑪適正な回収。再生を進め、資源の有効利用に努めましょう。 β宮、

廃プラは篝
理すること

うば事業者（農業者）の寶任
囎馨法律で義務づけら

(農業 ） の責任で適正に処
られています

処

が､霧法律 務 ｏ
 

ｒ
Ｌ
 

壊雁粟吻の処理及び消掃に関する法律」（昭訴[145年法律第１ａ７号）

農業者が自分で焼却や埋立する
不法投棄は法律で厳しく雪

分 ろのはや，

罰せられ

めましよう

,ます゜

まの 。

し 一一

廃プラを処理するには

.…………………………………….委託……………………………………．
（再生埋立焼却）

：●廃プラの収集･運搬及び処分は､知事叉は政令市長の許可を受けた産業廃棄物
処理業者等に委託してください。

ｉ●業者の処理能力や許可の内容を確認し､事前に契約しなければなりません。

ｉ平成1ｏ年１２月から産業廃棄物管理票窯(マニフェスト)を交付することになりました。
・童ﾏﾆﾌｪｽﾄとは､礎蠣物の流れを播皿し､適IIH処理を砿[1Mするための１１}砿司・

←１ｍ－斗Ｆ１牡釦拳塞hf弧rguLやずい上月【=mrE塞減の獅左娚諄

〆･可

ロ処理業老が処理しやすいように同じ素材の紐などで
絃束するか、廃フレコンパック等に詰め込む｡

グ 、
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■
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句
●

で
→
玉
（
〉
ろ
だ
け
地
域
や
ｊ
Ａ
単
位
で
》

ま
と
め
て
処
理
し
、
市
町
村
や
ｊ
Ａ
》

が
指
定
す
る
日
時
に
．
指
定
さ
れ
た
一

築
枇
湯
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
』

■
●
●
●
●
●
０
０
●
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●
●
●
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□
●
●
●
●
■
、
●
Ｃ
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□

集
積
場

レニヒf弓
１５～２０kgて縛る
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※詳しくは、市役所、DJ村役場またはｊＡまでお問い合わせください。

北海道農業用道農業用廃プラスチック適正処理対廃 処理対策協議会
￣ 

事務局 A北海道中央会農業振興＃ 部／ 」

７ 



新農業法のもとで、
展開を確認。提

出
議
案
全
件
を
承
認
。

中
標
津
乳
牛
検
定
組
合
通
常
総
会
開
催

第28回農協酪対通常総会開催
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でん粉市況

計でん粉

｜「一〔

状況共 てん Ｂ月末賑
111位：［I】/袋（25kE】

ＰＥＩＴ弓
15鈴しょでん粉
（雌地介渡し）

巴 ｣ 

２２５０（2.375）～3.125（3.125） 

Ⅲｳ鈴しょでん粉
（Ⅱ〔』;(iTil堕し）

1z成11年J雅共計でん粉は､５１Ｍ〈|)え配系!;１．－袋､'1')､

9721'］（Iiljflzl前119)8501'１）と|iiiｲ'二を」z辿る収ｿ61111i格とな

っています。

Ｉ'ぬ庖状ﾙﾋについては、共iil･数11ｔの46..1鯨（Iiii年|『i1lLll

42-4翫）と版ﾘ｢§]化座は`Ｉ簿ilこんでいます⑤

2,-175（2,575）～3,450（3.450） 

輸入111111:でん粉
（』|〔京余波し）

1.625 ～1.875 

コーンスターチ Ｌ740（1.750） 

（）はliii年lIi]IUl

８ 

IUi鈴しょでん粉
(産｣山ｶﾞT渡し）

2,250（2,375）～3,125（3,125） 

鈴しよで､ん粉

(11〔』;':ｶﾞT渡し） ,-175（2,575）～3,450（3,450） 

輸入lⅢiZで．ん粉

(〕|〔Ｊ１(ﾌﾟfT渡し）
,625-1,875 

コーンスターチ Ｌ740（1,750）～ 



10日間の実習を
無事終えましだ。

中標津農業高校

いな１ノリ'1息’１’人れ親プミし）］笈
交いや後は、、'↑て睦習たト稗酪
流リミ魚かパ受Ⅱいを生.七化膿
会習介ら｜人はま深同こⅡとソミ
と/1：飯はｸｵL、すめ志の、受稗
なｌｉｌを、ゴ'111坐快゜てや炎ＩＩＪ人』1ミ
リ芯ｌｊｌ１バル家11i'『６受流様オＬ受
までん｜フバのら入会林農人
しｉｉＶでべを人’'１おれは公家脇
たし１１キ楽が、う農仕悶と識
゜が頃ユし参実と家」１Fでの会
ｉｌｉｉあ１み加稗鯨とをｌｌＨ炎ゴミ
みまハまし′'二年のは１１Ｍ流催
、Ｉノウし、そ行父なさ会に
楽会スた午１な流れれがよ
しえで・前三わ. 、ま/くる

《
『

快
晴
の
中
、
パ
ー
ク
ヘ
コ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

酪
農
実
習
生
と
受
入
農
家
と
の
交
流
会

受け入れ式

叩
標
津
農
業
断
佼
の
柴
徒
卜
八
人
（
〃
了
ト
ー
人
、

女
子
五
人
）
が
、
ル
ハ
月
十
三
Ⅱ
か
ら
二
十
一
一
Ⅱ
ま
で
、

卜
六
〆
の
受
け
入
れ
先
農
家
に
実
習
に
入
り
、
学
校
教

育
で
は
得
ら
れ
な
い
、
立
心
の
養
成
、
農
業
継
憐
や
技

術
の
養
成
、
農
家
化
柄
の
習
得
な
ど
を
Ⅲ
的
と
し
て
十

Ⅱ
間
の
実
習
を
無
蛎
終
え
ま
し
た
。

。

､ 

で･気で年八
すのすと大月
･ぐがIiT］１２
i（ず、様洋
i1Ｍつ１２にNiｊ
はく空ルザ気
､F時のれ圧
縮）９１鯉てに
Ｕ２が抗韓襖
であのいわ
しるＭｉｌｌｌｊし
よ）し禅がて
う込で多、
。み犬い、１２

可
能
性
の
大
き
な
天
候
見
通
し

七
月尺
気
は
周
期
的
に
変
化
し
ま
す
が
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
満
気
脈
の
彩
粋
は
一

時
的
で
、
ｆ
平
に
比
べ
て
唯
れ
て
弊

い
Ⅱ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
概
要

二
力
Ⅱ
平
均
気
柵
は
、
平
年
帷
か

廠
い
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率

は
災
に
四
○
訂
で
す
。

k（ず低九
ih１つ気尺月
はく圧気
１２時やけ
イドjv1Ijij周
肱が線期
であの的
しる影に
よ）Ｌ辨変
う込で化
・み尺し
て,気ま
ずのす
。〈‐が

う三
・力

１１ 
１川
降
水
｝1ｔ 
は

１K 
年
、1ｔ
で

し
上

Ｓ
力
目
予
報

9 



■ 

剛
ｒ１ 

Ｉ 

■三面
声

。 １ 
」

。

Ｕ 

ｉＹＬｆ 
料百籔鍾●

、ﾉﾉＪ‘

「

巳 ｡Ｊ 
（ 

Ｆ 

｡ 「
Ⅲ～ 

霞､〈丙
～ヘ〕恥蕊

厄孟

hiiiiiiii 
少
の

ケ

rＡ 

1１ 
一

一Ｍ胞旧⑰クグ

墨
l1i`fiilK ●Ｃ● 

､１石

F 

（ 

､石
Ｉ 

ｄ 

〃

Ｐ
 

Ｐ
 

' 

' 

'１ 
■ 

、
‐
ダ

ノ
ー

Ｐｈ Ｐ、 ’ 

Ｉ
－
 

ｒ
 

ミニドックを
受けましょう！鴎１ 

二

iF二戸ｺﾞニ－１Ｗ、

平成12年度

根室管癒巡画検診日程 ●１次検査で異常が認められた方
のみ実施致します。

③保健婦が保健・食生活等の指導
をいたします。

④問診・身体計測・血圧測定・検尿
①肺ガン検診③胃ガン検診

②心露図検査e血液検査
※眼底検査(必要者のみ）

※骨粗霧症検診【舗望新のみ卿辮議）
結果の判定および入力

'＝ 

(１次検診）

１ＣＡＯ 

２nkＪ 
ＪＡ根室

1 

ワ㈱
錘
７
８
 

１
１
 錘回繊(ﾐ篁胸遡嘘ii数－－１

ＪＡ上春別ｓ
周 ２２Ⅸ 

１ 
２４燃

LIAベつかい

碓診粋i1883Fw蛸翻捌)鞠助lib金隷赫9，（ (巾総診の実施 ■＝山

１次検診の結果、異常が認められた方は、約
５週間後に２次検診を実施します。また、池
元保腿婦と連帯をとって講り、雨後握靭も救
底しています。

２５圏

2９００ 

北海道信迎・ホクレン・共済連・北農腱保組

合・厚生運が多額の助成を行っているので劉
安な検診料となっています｡また、市町村より
助成を受けております。

ＪＡ中春刷

剛
悶
趨 JＡ中標津･連合会

ＪＡ西春別

二▲令．‐---.ｒ１

乱逵＆－－－Ｋ‘ドヨ灘l拳f=ちごCD導飛
｢｡=ＪＮ 

ＤＬ－ｈｄ (鶴i雛鹸査
５脚

ＢＩｊｌｄ 
横査データは、コンピュータに登録されるの

で必要なときにはいつでも照会できます。ま

た、過去のデータも参湾にしながら総合判定
しています。

胃ガン検診・ルi1ガン険診心鞭図憧査・血液検
賓・加圧・大腸ガン検診が一度に受けられま
･ij.。血液検盃は総合横診に準じ、２６項を検査
しております。

⑧
貝

㈱
圏

７
８
 

ＪＡ計根別

１２ＣｊＯ 

１３０Ｋ 
津ＪＡ標 担当 まてお申し込み・お問い合わせはＪＡへ’

ＪＡ椴三蝿区女僅協議言 ＪＡ女僅部」

10 

１次検診(検査）， ，２次検診(検査）

|雨Ei:L込み･お鄙'合わせはJAへ!|担当濠で’
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農業経営さらに

停肉

次の事項に留意して悲惨な農作業事故を未然に防ぎましょう。

トラクターの転倒｡転落事故を防ぎましょう

農作業中の死亡事故のうち、トラクターによるものが約半数を占めており、このうちトラクタ

ーの転倒・転落によるものが最も多く発生しています。また、トラクターの転倒・転落による死

亡事故の大半は安全フレーム・キヤブが装着されていません｡転倒･転落事故から命を守るため、

安全フレーム・キャブを必ず装着しましょう、

機械の巻き込まれに注意しましょう

機械の点検。整備時に手や足を巻き込まれる事故が発生しています。機械の点検・整備時はも

ちろん、草わらなどの除却やＰＴＯの手入れについても、エンジンを必ず止めてから行ないまし

よう。また､万一の事故に備え、家族や作業補助者にもエン

ジンの止め方を教えておきましょう、
ｒ，可

子供や女'性を事故から守りましょう

子供や女'性が運転者の不注意から犠牲になる事故が多発

しています。機械の操作は必ず周囲の安全を確認してから

行ないましょう。

☆農作業の事故防止

「取付道路」や「農道｣、「サイロ周辺」の整備を行ないましょう。

作業者は「服装」などに十分注意をして下さい。

規則正しい生活により、「疲れを翌日に残さない」ようにしましょう。

トラクター作業中、トラブルが発生した場合、「必ずエンジンを止め」

に停止したのを確認」してから調整や修理をしましょう。

機械類には､｢作業者以外を近づけない」ようにしましょう。

高所作業では必ず「命綱」を使用して下さい。

サイロ内外の作業では、「サイロガス」に十分注意をしましょう｡

■
ロ
０
■

■『日日０（《“一一（雪『尹）勾如抑一四 並 ロ

’必ずエンジンを止め｣､各部の回転が「完全

一ましよう。

こしましょう｡０
■
■
 

｜●【エ）（牙【ｕ）一・”，

注意をしましょう。

１１ 

i重】



七宝焼に

挑戦で承'

フレッシュミズ曰帰り研修旅行
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少しずつ丁寧に畑薬をのせていきます
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牛をよく観察するといろんな事が見えてくる第２回目実施要項
Ｐ 

日時：平成12年８月２日㈱

１１:00～１４:００ 

場所：西武佐清原牧場、高橋牧場

内容：現地研修会(バーンミーティング）

１１:00～清原牧場：繋ぎ飼い、自動給餌機

12:00-昼食(バーペキユール受講生同志

親睦を深めてもらう

１３３０－高橋牧場：ＦＳ、パーラー

,iｌ１ｊ行ンん｜([ｉ司炎ら’６１Ⅱｌまがる業
'1《節なミＩｌ１１６なをは,iJヒマでかし鵬司改/《
Ｌ=わ’て。る’１１.ス験にきれた釧ハ:瓜）］
は'１１１＃しテい砿ばくラ場付る、。農ＦＩＦ１
次のるイま極ど）,Ｌイ１ﾉｌな’２．こ菜久及|川
のヨチンし的１つドをわＦ１１Ｉｌの誠,ﾄﾞ|ミセ１１
皿ス定グたなＬけを）,Ｌれなｌｌ１Ｕ「験艇ン、
'）テ･や。度とる他'１」：ま’'二は修」ル漿夕‐|上
でツ１$｝今|M1納力つししliiil、会で荷１鵬
すう理後６１１ト法て、たい-mはl111F1rが篭
。ア教はたすな、’卜゜Ｌあ令催修ｉ２ｊｌｕ
ｖ寵（くるど乳後をな[几｜さ会’１１１｜ズ
ブがｌさ場、ノノ[｝かテたln1iiLLす艇

｣ Ｌ 

申し込み締め切り７月３１日（月）
申し込み普及センター・西川まで‘2-2163

1２ 
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女
性
部
宿
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研
修
旅
行

棚小皿
い時ljiitに,1h
時、のた別
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ご｜こををを
しりii｝満も几
まｌｌｌＩｌ'奥ら学
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た牧たて舟１１
．１\〔－し、判
収行ま辿
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気分はお姫さま…… いいお天気に恵まれた旅でした

■ 可

中
標
祁
町
農
協
次
代
部
で
は
人
１
年

６
蛎
務
所
前
に
フ
ラ
ワ
ー
パ
ネ
ル
を

俄
税
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
赤
い

ベ
コ
ニ
ア
を
植
え
、
Ｊ
Ａ
の
文
字
を
く

っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
咽
務
所
前
の
オ
ン
コ
の
木

の
Ⅲ
り
に
も
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植

え
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
ど
の
佗
も
秋
ま
で
、
み
ん
な
の
Ⅱ

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
年
も
き
れ
い
に

咲
き
ま
し
た
。

女
性
部
フ
ラ
ワ
ー
パ
ネ
ル
設
置

し ＝ 
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各地区の胄年部活動
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青
空
の
中
、
と
て
も
楽
し
い
運
動
会
に

な
り
ま
し
た
。

行
年
部
俣
落
文
部
上
ケ
島
利
春

焼いはジンまにｌＷｌ
きた入ユキ私しもき六
そと’１１１ス進た忠が）１
ぱこもスカ武。ま行十
をろ多のン佐れな‐
'雀．、〈光や１１；、わ１１ノＥ

光イト、店焼イド絶オし、
。頃尤をき／flj好ま簾
いにリⅢそ典のしＩり
いは上しばも（ｉｉｉたI
ilMIUげま、｜ﾀﾞｌｌｌｌｌｏＪＩ
－ｆ葱をしノＩ２ｆＦ［ｌ、ｉｌｌｌＩ１
だしｊ９’たビ迦イ１１Ⅱ域
とて１$｡Ｉりとは佐
忠いし午ル、な尺脇
つたて〈'三にジリ限１１１

天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、

登
山
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
武
佐
岳
山
開
き
。

会とに組彩ノ(､ｌ
に歓競ｉＭｌｉがな２１１抗／く
なノ時技き、極［｛述）１
１）が’'１ま部１１は動}
まＬ、し群が犬会一
しが応たでｉ「峡が１}
たＩ）援。はな（こ’Ｈ１に
．、席上わ恋ＩｉＭＩ兇
とか栄れまき藩
てら、れｊ１Ｌ小
６はｉ１ｌｉ小１'了まｌ'１
楽大上１１空し学
しき栄学のた被
いなが佼’'１°と
述笑優は、部

勝亦多１Iillぃ藩

Ｆ、

部た元めしのて
１１があれ、ゼコい
liiIf、ま残飲ン１ま
で牧｜）つみトヒし
楽1V〔もて物とＩた
し収うしがい牛が
い樫けまさう乳、
－葱にいつイ、益
１１どはまばく紅１１１
をめなしりン茶群
過艇りた光ト’卜に
ご蕊ま゜れが乳Ｊ
し期せずあをＡ
まをん、つ無ｉｌｉ
しｉｉｉで結た料標
たにし川）たブ１１１

， 

什
年
部
武
佐
文
部
狸
丹
羽
隆
司

さ
て
水
越
の
懲
兇
交
換
で
す
が
、
み
ん

な
で
食
那
を
州
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
進
み
ま
し
た
。

ま
あ
時
季
が
時
季
だ
っ
た
の
で
Ⅱ
蹄
疫
、

乳
価
、
紺
給
金
の
話
題
が
多
か
っ
た
様
で

す
。
今
回
初
め
て
受
け
入
れ
た
訳
で
す
が
、

今
後
も
っ
と
時
期
と
期
間
を
夢
え
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
川
の
怠
兄

交
換
会
は
子
守
り
を
し
な
が
ら
の
参
加
で

し
た
が
、
中
央
会
の
竹
村
さ
ん
、
人
西
さ

ん
に
は
大
変
お
阯
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感り夫よまりとなにの我受とりで．
､)）ど候つだ、蜂ビブミ人燭が人い三股六
しこもと三′下心もｉＷｌ）西家れう人林１１
てま良〉ｌＬｌ１ゲ後／Ｆすま桃に膿短がノｋ+
いで〈を１１１］かあ則るし子も家い米産三
たら１１ｔの礎らつれのたへ農にＩ］楢:省ロ
様統,IHmば時のとたは。三杯そ擁しよか
でくのしＩＩｆｊ憩いも初｝・水九で、’）ら
す様眺てが兄うのめ八膿ぞ根｜・三１
°なめ畷あ炎１}lｌでて歳行れ室＝人六
㎡で周つ換にしで￣滞突、ロ、「Ｉ
線しＷｉｌｌた会十たなざ瀧禰jiIllかＪま
iii［たまのま五。〈ん川）に路らＡで
路･でででⅡち、が術入悴十企の
にＩ１Ｔｉ、にによ搾笈′iニリ内五ｌ１１Ｈ
はよ、ちはなつ乳習熟、の１」よ侭

晨
水
と
の
意
見
交
換
会

付
年
郡
部
腿
清
原
孝
志
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「

薔いカカ剛域を盛りあげて設式／

驍

鱸

よすも腱まム金は環
う今ろ幹は雌でと脇ラ境１１ｊ
に後こいダ終迎肥をツ艦年
しとと１１ン的ぴ料''１１プlii部
てもがでプにまの収フ,僻俵
行、でしこうしパしイ業楠
きこきた台ツたツまルを文
たのまがでブ゜クしムリミ部
いり「し、しはをたと施は
と業た１１照たダ’'１.肥し、
忠が｡７１Ｆ・ンイドラ科ま/く
い継作Ｊ１プ別ツのし）］
ま銃業Ⅱ‐のプバた}
すＨ１，を（よ台処フツ。ｌ〔
・米終と、Ｊ１ｌ１イク今｝Ｉ
る了て術場ル、［!i［に

家の周りもこi/lﾉでスッキリ｡′
無事作業を終了しました

,if年llili俵砺文部腿中川将

■■●■■■、■●■Ｕ●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｄ●●■Ｏ色●●●●●●●●●◆●⑤●●●●●●●Ｃ●の■■■●●■已已▲▲▲■

《

》
釧
路
動
物
園
で
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
（
。

灘
""」

動物園にて
〆■己

LIU 
か■

粥

蕊

が
師
部
催
橘
文
部
災
‐
中
川

ｺーヒーカツフ '二＝

】ﾐヨ
労iiLいん散は会＝
様きままでの隣、'１をｌＩｉ１ｒ
でまたしし父ら１１行に年
しし来たた柵ずばな釧部
たよイド・が災良、い路俵
･うも、しい鶴ま動橘
･みみか一りし物文
みんん参１１増た｜刺部
ななな卯でで・でで
ざで架でしし家は
んどしきたた族、
ここんま゜が親／《
腓かで･せ、ドｌ:lｉｊ峠）］

霧

■ Ｐ 
必蝿

将
コーヒーカッブヌ)､らおりた直後､３人とも青い顔
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機構図と職員配置図
平成１２年７月１日現在

(主任)瀧場幾久栄｢昇格]､今野殿（係)尾崎啓､吉川直美
懐井奈津紀（雌)吉1１１－一|管理電算課長Ｈ管理電算係長｜

西村lH-課長兼務

一|管理部長ﾄｨ金融~藻~宴Ｈ竺融係長｜
乾信奥、哲潔長兼勝

繧鮒繰ＩＣ１薫
諜長兼溺

-… -|経営相談課長Ｈ経営相談係長｜
上村正光(営農委口長） 和田勝美全王些二､中村正繊

鱗'篭鵜識嚇,遷濡雲{::簔鴛
北荊禎之

｜企画会議Ｉ－|家畜改良課長Ｈ塁董璽皇｣誕量」
大内側隆新ル正春

」……で豐辮(iii驫驫:l
IMii橋勝義南出昭廠

一Ｉ酪農係長｜

司副組合長｜ ‐|酪農課長卜+乳製品工場係長
河内谷義一[界Hf］課長雑務

(係)石機照雄､笹岡Lil忠子､小川あゆみ､石塚真貴､阿部春美
iti木渉

(主旧渡辺秋男（准)大能志帆

(主任)堀}H散りj､千葉亘子[昇格］（係)森喜与人

明･高機ゆかり｢昇格1､営本鯉司〈係)河西腸平(主任)長Ｈ１
泉綾

(係)大野幸

ゲ■

(係)真野脈一郎

(主|正)艮醐浩二､杉本則夫､佐藤雅之（係)鷲見純
佐蕊太（唯)平尾絵梨昏

(係)久侭田瀞一､高橋将志（池)山口#|袷､藤田|#幸

〈主任)国兄信雄[出向］（係)皆川散底宮脇正夫[出向］
(唯)松本美千代

(係>蝦名菊美､橋誌仁義

(係)渡辺消（唯)荊水俊輔､本田正則

‐|竺建止量卜１－|流通促進係長｜
宙旧悪一 課長兼務

聯}【鷺Ｉ
課長１t務

鰄'一雪雲焉雪U菫iii篝二
（所長)阿部'1711リ

ー|生活部長Ｈ生活店舗課長Ｈ店舗係長

(龍任)白井守（係)服部寛昭

[乳牛担当](主任)虹地勝信（係)永島一男､土井上裕二

[肉牛担当](係)小田直紀（准)渡部留美､小玉聡
｢経理担当](係長)池田めぐみ[昇格］（係)本多可京子

Ｆ■､ 

(主任)小Ｈ１原典戯センター長]､中塚利勝（係)星野恵蛤
志賀智浩

[生産資材担当](主任)片岡雑仁､安斉雅幸（係)天野純
[巡回修理担当](主任)佐々木修（係)保科修
[経理担当］（係)田中真由美､小田美佳､今井佑美

(主任)坂田茂夫､久保功一[昇格］（係)竹内剛､演名慎史

引監砺会｜

渡遇悲行(代表監事】

土）|:上昭男
糠ヶ平義明 原田蛸賀（准)田口麻住子､武田早苗､太田由紀､渡鐘圭一

揃原尚美､大瀧未央､末田典之

〈主伍)広iWi孝子､大内和人
(係)鷲見係､飯野陽子､田村由佳､角田睦巳､佐藤椋

田中俊光､伊藤強､佐藤(;iMI､秋山計行
(鵬)111本修子､林映子､飯Llr択呑､鵬川義紀､安部和美
一木千蔽神麻奈未､松下彩子､谷向美鈴室正雄

大野真希､腰j卜美津子､粟野希美､宮野和美､菅野芳昭
子守智美

今井散_
宮田義男

池田消和後藤ilZ之､森ZII初男

正職１１１０３名

准識風３３宅
合：’１３６堰

太字＝移勁･FIL格苔
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； 
S月の絹含目誌

第
ｓ
回
理
事
会
の
経
過

二へ－へｌｉｌｊｑ＝：－ヘＩ１ＩｌｌⅢ｜
、、報迩、脇、ｊ没、に、９１ド、、決催催
1をｉ１ｉｌ告兄総論ｌｆＴｆ農つ農業,ＩＩＬ各議場１１
成朴v事に公事務付協い｜脇にＭｌ極事所時
卜改項つ議項所リドイ「てイ１つイ】・資項
二修ｖい案ｖ墹業胴（いパ金ｖ１ｌい}を
イド」：て説簗に鉛ルてイの標成
度』脚ｌﾘ１１：つしクプｌｌｌｒｉｌｋ１
帯に地,|『いよクラ人’'1Ｊ二
雄つ区にて鵬｜イトl’農イド
環い別つⅢ髄ラン込脇／《
境て愁い・ミみＩｌＩＨ
終縦て地鞭ルに会八
M＃全力岱力っ，瀧１１
'）のＩ（１）卜Ｉ’し、案

１２上イ「厳て
スな施業付

１日

２日

２日

５日

６日

地区別懇談会（開陽地区）

地区別懇談会（俵橋地区）

地区別懇談会（中標津地区）

地区別懇談会（武佐地区）

企画会議（係長以上）

第４回青年部役員会

第３回理事会

第53回通常総会

農協酪農対策協議会、乳検組合総会

共済一斉推進～15日

中標津農業高校委託実習受け入れ式

第５回青年部役員会

固定資産藍香

第２回熟年会役員会,

中標津農業高校委託実習終了式

第２回生産委員会

第２回管理購買委員会

第４回理事会

璽喧

図騨Ｉ

８日

9日

１２日

１３日

１５日

１９日

22日

ヒノ（ｌ［ljl1－－．へ開１%１
，科、の、定、度、の、い、決催催
､Ｆ金平，没平に平額』ｉｚ決，Ｆて行議場［１
収の成定成つ成の成定砿政事所時
卜識十に十い十決卜に十庁項
二定二つこて：定二つ二へｖｉｌｍＩ２

艦鮭滕鮭鮭腱ＲＩｉｉＷｉ
各いＩ坂IMi余ぃlｆｌｌｆ務｜{1Ｊ=
''１１て苑Ⅱ裕て付付報農年
1ド手及金金金('了協八
の数ぴの利のノド「１１）ｊ
Ｗ（料店放率岐の会二
IVllI及舗入の商提議十
のぴ下先11ｔ限ｌｌｌ室七
配利数の１hJ度に１１
分川科決限額つ

第
４
回
理
事
会
の
経
過

胴
業
の
兄
直
し
に
つ
い
て

Ｅ百

23日

26日

27日

」

Ｌ 

【購買手数料の改定】

農機具の取扱い手数料が塊行29t１

から１％に改定さｊしましたのでお知

らせ致します⑥
Ｌ 

」

ハヒバｌＩＩＪｑ_二~へへ卜１‐トト十｜ブＬ八
つ、っ、、の、、て、い、つ、報１１１、協いｌｉいｌｌＬｌい＝雄二だ.、、物ｉ１ｌＩ、に
い倣い１２」を戈令′l：」!；て乳いlWf告失』Ｆ識て、て、て、荷、及、今農（''二所持っ
て科て成J91施jjh[乳鈴製て股事lilli成事１１１１２１２沢Ⅱ１び’'１後溌移上述い
ｉｌｉＺ｝共に酪ノ'２ＬｉＶｉヘ項填卜項斜成Ｉ此定店人務の施幡地近て
燦．.満つ１１MkＪ聡よ’：ル、／案一ＶｊｌＬＩ．卜にｌｉＩＩｉ札所家設ｉＷｉの路
施イ|式・い・状堆場パにイ|こ￣￣：つ解Ⅱ恥帝のlili〔綾悠で、

ｊ没度行てＴｔｆルILj1i'！・つ喫んゴ'三イドい体の築防｜iii］に波備
の農推）)謄にｊ湯牧利い１１（粉度度て」二決」二疾走つ及リド
１Ｍ雌進腱つの合１１１て室」：vＬ′1２１１定Ilf対盗いび漿
度物の家い災の拡ミ場磁乳及にの策産て，瀧に
変の緒縫て測述人述llI］ノヒびつ脂に」[（波係
化フミ鵬満結溝推卜街」２ｊ雁外い満つ１１トにる
のilIllに意采状進セ｜ｲ【対ｉ汁Ｗ(i；て業いに係農
惟｜｢ｌｉつ向にルｄｌｖンIlill策lilii［弓荷てつる協
移砿い，洲つに雄タ仁にに１Fのい文ｉｉｉｊ
ににてイｆいつにつつつの進てljjir締

`■砥

気象情報の活用 また、欠文(図も腿供されます｡犬筑情繩は､あくまで

もＪ息恕で.ありｌ()096の１m§率で.､IＩたるとはMl4I）ませんが、
ﾉ<切な粗fM料を[:|:jにあてる１;なく収極作業を''１洲に行
なうためにもノミ気,liffliをご折lU1fさい。

なお、］瓠'１ポイントはI'1機114と|)Ｌ藩の２力)り｢です。
☆J殆測jUⅢＭ平成12年６月１９日～９月２０日
☆疋気'１１｢*１２の｣ｋリィＩｌＬ

ＦＡＸＷｉ糀桁３０＃'1'ｲ鶏'１

３]薯実況rjulだ☆Ｗ１

３２二frhIMlIiliM

３３＝仮落

※この｣９１１１１１以外は、ホクレンバAtl1IfWAがｌ１Ｖｌｉ１榊i30等に
人ﾉ』されますので．ご析川「さい。

牧.IVE収FZijUIにあたI）、菰象I背ﾄﾞIiを平成12年６月１９日
から股協ＦＡＸ･111j縦ﾈ↑｢に人ﾉjしています。
I1Ij級は、ｌ１Ｉ２１ｉ１１発壁されます。

☆'l2iilj611ｹﾞｿﾋﾞ炎一認'12411作までの八女（・蚊i１Ｍ．風．,:Ｉｊ
ｌｌＩ:を311判ｌ１１ｌＩｉ位で下恕

＞|ｸlll-611光までの正奴･筑鵬.風.
Ⅱil1lをl1ili位で]急illlI

☆'1豐後G1IJFｿ息災今叡'１２４時までの（父（、女(i砧．風．Ⅲｊ
Ｍ:を311昨lHjlii位で･I宅鯉

２１１－７１１光までのパムｉ・菰温･風．
ｉ;1$j１，tをI1iiiL位でJ全illll
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懐し髻古菫一枚の写真

望
一
一
一

胃
￣ 

凶

二
○
・
四
□
『 昭和40年代

トラクターによる芋蒔機が出現するまで、こ

の方法しかありませんでした｡さしずめ人間

芋蒔機といったところ。

種芋を南京袋、イモ掘りカゴで腹に抱え両手

を使って同じ間隔に種芋を落し、足で踏んで

ゆく、熟練すると普通に歩く位の速さで前へ

進む。

〆、

◎
謝
載
、
各
諒
湾
圏
鱸
騰
露
國
謹
咋
⑨
舗
膿
、
、
熊
嘩
分
圓
瀦
溢
議
同
議
議
、
■
‐
Ｈ
］
》

ｏ
Ⅲ
寵
Ａ
Ｖ
呂
望
弾
蚕
骨
助
Ⅶ
と
尖
ｙ

写真･文提供房川喜延氏

ｉｔ 

1８ 


